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爆薬によるメタン空気混合ガスの着火性に関する研究

第 1朝 高速 度 カ メラに よ る メ タ ン牙 火 の徴 察
(FFlか33年 7月 H fl糞zI)

掠 L5'.' 凸 史

(巳本法持株式台比丘I

持 書
イー√-1L九払兄tiと刊用)(2)托し式rT.lt-.ヵノラJfTfT

いることとした■●
厭 .=上ろJP/ガスの諺火についてはきくの研乾 く即l横言は課1に元-+かくてある.
が'=さか,その讃火規は一二ついて.まゆ兄{生じた汚且
ガス,正書きあるいは横 型触 手等b:考えらLLる.

しかし宍方か現虫は.こLちの何々の琳故凶T･に上ろ

書1 旺 FTl l■ T.

4 Ji!･･51比事態晶琵芸大馬力 薫き
よりも'それらのjt･向作Jnに上るものであると考えた n‥ c

J順 当であ的 また.献 酬 光正は別 館掛二 ㍍ N.Ĝ)mlmO Ol96 叫 3.073

Elg‥ド

蛋
EC7

ついても粍 rll.即ち.日抱釈放一出席糊 ■あら 同 上 叫 0.96

いは抑 J)E3抱紬 等.こJってBSD')瓢規に上っても 功 は J3 32 102

これらの恥 の紺 が此る事も懲められている. 研1イC･3: 097

2.073 7.2C6...1C

2.010 6.2204.7.
1

2.030 7,4∝)3.

この譲由は脈 の正かitる条件でW 絡 凶手の作JFI横 坑ダイr) 3: 1CO.2･tCq E･9506,甲 lBl
桝のgiSW ･bるためと萄えらit･我々は上配の叫々の 撃だ㌃; 32
雑 技の突如 甘茶にして,矢防発軌こおける安全

度を姓守するわけである｡従って,このmRdはかたり

生徒+=ものであるが.蟹者ふ 恭一投符として,環取
として鼓も推 しやすい鼓長池 '=ついて,ZE退荘カ

ノラニよるt#IL行ったのてその托条を粋昏する.

2 東独芸tおよび方法

榔 且としては拡13日3cm.7CぐZ･1.)20cm.様発寅

の長さ夫t･15km,1cc- .25Ccm の三flを佐用し･

カノラはt 油 脚 遁辞カJヲ (レ'/ズ,F17タ

- -- - 一････.ll.･.一･･....ll.....-一一一一一一 -

士づ.坑池月と弘也が･一致するttに脈 を吊し,堤
芙宝.i/7ノカス 93=C2!''な含tTyiTLと充し'よく

zt辞して注と .,-I--/の乏血を話して描実収 を池野

ナろ.鮎 上りカノラまでの転tは托 13cm･T二m .

12C<n の魯坑道.こつき夫々 1,こ.I(m とした.

5 託 し写*による実A帯集

荘fY.13cmの坑i宙二世重な必IT7粕 とF句放た射 rlこ

● 7イル人は ASA l∝.



IilL.店先吠配を正面1ウ水平スリ'ト1/適し{彫
す7..脈 は2ilの苛取 外の今切FII=つき行った.

榊 は叫 =の捷;こなり,このF;粁圧は切 lに点す.

こか上q次のヱ1な市･/･わ/:_

幸

4
'･
ウ
キ
十
七

l
膚

町

,,

reG]･･ri
,
t

.1
.

tLr●恥 王鮎 上り三三軒 樵こ一三.ftdするF･,罪

群てまた光りさらに,若干oAる吟WE皇澄雄.搾び中

央汚て放 している｡そこで咋七軒等113:mmさに

とって,接共の澗 (. I ,こ中正/'L成分)よ喝r;苛

写X l i(しずJ(仇姐 1≠30mTntCO
st2 令■tI策rこう･ての(t/犬のnと上のdK

l

AIIa

′イC

′イn

4

9P]
抑刃のrq托なしちべ石と Zo只J-Eoh･.ま正注釈に

r-A-,](1)
(但し r;cm rrnゝにとも)の押掛 Lあり,Eg72から′Z=人々よめ勺と,叩 0.72, 十ろ一

'̂-恥 とたっている.F経.こし.=色のは兼につい

て求めて入るとこLlちの班は讃2のe*.=なった.

田2 Lht.∫-L47gJの5ltFJPでノAr
は秦荘にBI環たくcT､のqこなり,A-は事許熊取

こ1つて変化しているとJ-tるここb'･できる.そこでこの

式に1り,i-43RDも ｢救 ｣か野既にて反点し巾知こ尿ったと俵屋すZtは.∫‡.64m5で
あり,フ

∫/i･′㌧と の仲から裁定した′(163m5)と大体一五

S

は

幻

T

一

中央部ての再見

七.i,
生者は圧射ず空だが.r半荘
に放いて̂る巾をもって鼓せする恭且Nス桝を突切る
時,こ.ガスの狙狂女諦めて放せさせたと考える.
高温

ガスの先細C払われる0rlから新村した式が珊草野

と瓜われろr17火での発光に適合するとい)ことは.0
敵̂の脚'Cは部や野と.
高温Jfスの分Fgカ'.大で

なく
,近似的･L故や泣面を員安にして,そのuTをBf.
つた♯こたつたためと放つ
.
7g発光までq)7イJL･ム上

の時ⅦとltT時riEに丑カ.若干あったのはこのためとも
且bttる

強
.この
式･ニqFeB一
迫
■二一三捉え ない,

だしノ7ソ花

火l三時約e･こいかの栃の生れがあり,
英の顎の仰
ぎ亮丑ガスの且rr状湘南nLlはよいの て
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し始めるが.挫折は中央1:のlれるい7

1L発光とポ三一こ,一箇所あるいはE'箇所

からl;a私的に引火し瓜次妊こ大されて行く｡ただし新餅では脚 唖h'.はるかに逝火,?i群

れを止まわってぶり.それに対して,択虹用恥 は.

その空重,tL少いことt,稚【琶する必姿がある｡

2) 汎し牢1-1から政叩した(1)式から削Tfし

た軌安野の中央部えの馴 1払 fC.迅艦カ

メラに上る諮火f引火 待叫riJlとほほ十

敦するo3) 潜火締 rNql+_絹 .先任に上り

異なり,脈 h'･市煉辿程待時R.罰が出く,

又lFa一組 の助合は,坑地位Pl3 7E逮吐iy:I

:の分詔を分顔すると内3の l～Trの錬な把があ/3か前述

蛇牢共は瞬間糊 の北枕であるから1,Lは同じ税

額な迷った綿花】]に素nえたための比視け上の
;堕し､であり,恐らくVEgの様な朗色であっ

たものと思 う｡輔各4'芹につ～,窟火iEiが･はっきりと屯

められるF:.二★なつけておいたが.こIlil必ずしも諺火iji発生時の駒で

はlLl･｡)苫火因子の題

火位仕えの.軸 はその直別にあると考えて時機解析Jよそ
のrl苛のF'Jで行った｡細砕火預の生酸さItる脚 寺rinJL南逢坂カノ

ヲで淡め班し宇美lこ1る引耳虻と併W.すると,次表3の通りである｡この内.yj'3((8)は坑池8:'/Dcm,他

はすべて)20cm であった｡rLb,一gfj目せでの
良逸特抑 土火炎の瓜がった馳 (1)式にflこ大して井出した

｡この写実および灘よりまず次のZFかいえる.)) 朝

敵こよ1L)ノタ/讃火と雌 に上る討火現公は月たり,7m滋は甥Plのば光心技広範空に亘りgl火

要3 & 逆 波声 典,-メ …イル最 警足芸‥…=∴
-∵ が小さい世帯火待特例が短い｡1丸との事実:三,芯唖過の領

土[=tW 圧の小さなtBtF群むの反射inFF･ま

での時T,Llが･払 L耕せ考えTILj_,Li射af塀&･か大きr=投網か爪す郡な#?,I.していると

,u'.って,tい.しかし一万,この肋 の脈 な牌針 亡は発さ

せたJa介
.荘
撃改まLmもfEE行すか如こかなl)概す

ると3Yl-i_
らTLるから,
中央慾のlZl靴も鞘 にこの1

うなgI畢郡民志の好共の九と'B _i',空に芯且は姐 で

ガスの作用も含めて考項.こ巾を姑f_.ttろ事がJm こB

bLtる.次に皿】きた現攻は引火した印

の叫 に見られる大きな7Il知 ヒー∈ある.毎'JTLD.11のご

とく不引火の時は.大きな和男光 三ない｡ただL(】i+_A;l旬日

より小さな7g発光が密めら.･1る

が,これは流し郷 からの報 式をJHi･ろ甘軽軒の反射兆中確聞と一致して
いるので.秘1LるW
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この訂温ガスの招性退部!については杓研究さ31才上は

ならぬか,温度の閃T･が強い と考えるのは自然であ

る｡すlJ:77ち前温uスの温度がある阻敗 上の特に,

ノダ/蒋火の火付人たるg:撃班が珂達し,これらの写

英に現れたような捕エネ/レギー帝 (再発党)を生ずる

と考えられる.これら=EE手は真筆発称 二役妙な迄があ

るので,それによるノタ/J苫火も抵革に支配されると

群現される｡

T'rh f'l火沸かり心より坑‡打伊の l/i-I3ずれている

那,こztは以1･の.tうな75i不Jlギー群の円部は必ず

しも均一なものでたく紬 こJrミ火に適した場所の存在は

Fl.準的なものになっている耕せ予LTrさせるがこztyこつ

いては今技 DurビELUOflmzIL,5報告のガス-1=ケ･Jト')

噂も考放して検討する必背があろう｡

5 L: !i

啓偽柵 条件における鮒 のJタノ清人を詩;宅虻カ

ノラで杏荘え,紙し琴芥と併用して荘火捜溝の后桁を,Pt

みた｡その精巣次のような串が明らかになった｡

1) 坑道挺,妹述により帯火待時riZlが展,3なは圧射

価較正の鱒 のあることを流す｡

2) 噺網の堵令は芯ちに沼火するのでこれに対する

考祭はさておき,LJ(鉱願 の機合は必ず坑道中央部の

明るいPF兜雅の枝に引火し.巾JLjに小さな円発光しか

見られぬ略 i不引火である｡この再発兜の通いは醗旅

溺丑から穆え,メ二又的な葦･/./もつものとmぜられる｡

この7)(発光は反射肝革たこ,甫監ガスとの徴集による

の､こtiL,不引火のときの′ト発光r土管聖荘同志の人の
砿共にbとっくものと推定した.

3) 7T.(発光を起す場所が旺禅的に見えるのは,i-に

商港ガスrkの温腔の空間分布が一様でたいためと思わ
れる｡

柳 ,に こに行った失敬条件でi上摂発珍封WスのfB迦

またEエノクノなまきこんだ市i呈ガスか母体となf),こ

TLに51射aT畢拡か謝契してIF火のヨニとなると瑠x.られ

るb粥.瓜火はLの位GLを,51/掛 こ入れた考静 ま次報に洩

ることにする｡
絶えずzn何在るるi棚と京を過ったEl木7由脂村B]池畑
土,irm 注ぎL研究正長代理,磁斧正摘録長銀び.こ米Rl
験.=臨カされた切田放牧Eに動 け る｡
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